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(57)【要約】
【課題】電源素子の充電時と放電時における出力電圧や
温度のような状態量を簡易かつ安価に計測できる状態計
測装置を提供する。
【解決手段】セル計測回路１１は、電池セルＢの両端間
に計測用コンピュータ１２と、コンデンサＣ１とが互い
に並列に接続されている。起動フォトカプラ１４の出力
側１４ｂは、計測用コンピュータ１２と、基準電圧発生
ＩＣ１５と、温度センサ１６に接続されている。基準電
圧発生ＩＣ１５と温度センサ１６の出力端子は計測用コ
ンピュータ１２の入力端子に接続されている。計測用コ
ンピュータ１２は、出力フォトカプラ１８の入力側１８
ａに接続されている。起動フォトカプラ１４からの起動
信号を受けて、計測用コンピュータ１２は、各電池セル
Ｂｎの出力電圧を検出し、温度センサ１６から温度を読
み込み、基準電圧発生ＩＣから読み込んだ基準電圧に基
づいて出力電圧と温度の大きさの演算を行う。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源素子から給電されて該電源素子の充電時と放電時の状態を計測する状態計測装置で
あって、
　外部からの検出開始入力を受けて起動信号を出力する起動フォトカプラと、
　前記起動信号に応じて基準電圧を発生する基準電圧発生手段と、
　前記起動信号に応じて電源素子の出力電圧を検出し、前記基準電圧発生手段から基準電
圧を読み込み、該基準電圧に基づいて該出力電圧の大きさを演算することにより電圧演算
信号として出力する計測制御手段と、
　該計測制御手段からの電圧演算信号を受けて、該電圧演算信号として出力する出力フォ
トカプラと
を設けたことを特徴とする電源素子の状態計測装置。
【請求項２】
　前記起動信号に応じて電源素子の温度を検出して温度検出値を出力する温度検出手段を
設け、
　前記計測制御手段が、前記温度検出手段からの温度検出値を読み込み、前記基準電圧に
基づいて該温度検出値の大きさを演算することにより温度演算信号として出力し、
　該温度演算信号を受けて、前記出力フォトカプラが温度演算信号として出力することを
特徴とする請求項１に記載の電源素子の状態計測装置。
【請求項３】
　直列接続された複数の電源素子からなる直流電源の状態を監視する状態監視装置であっ
て、
　前記複数の電源素子のそれぞれに請求項１に記載の状態計測装置を接続し、
　前記直流電源の充電時あるいは放電時を検知して検知信号を出力する充放電検知手段と
、
　該充放電検知手段からの検知信号を受けて、前記起動フォトカプラに検出開始入力を送
信し、前記複数の状態計測装置からの電圧演算信号を前記出力フォトカプラから受信する
監視制御手段とを設けたことを特徴とする直流電源の状態監視装置。
【請求項４】
　前記複数の電源素子を複数組に分けて、各組ごとにそれぞれ１つの温度検出手段を設け
、いずれかの前記状態計測装置の起動フォトカプラからの起動信号を受けて該温度検出手
段が温度検出信号を出力し、該温度検出信号を受けた前記計測制御手段により前記基準電
圧に基づいて演算された温度演算信号を、前記出力フォトカプラを通して前記監視制御手
段により受信することを特徴とする請求項３に記載の直流電源の状態監視装置。
【請求項５】
　直列接続された複数の電源素子からなる直流電源の状態を監視する状態監視装置であっ
て、
　前記複数の電源素子のそれぞれに請求項２に記載の状態計測装置を接続し、
　前記直流電源の充電時あるいは放電時を検知して検知信号を出力する充放電検知手段と
、
　該充放電検知手段からの検知信号を受けて、前記起動フォトカプラに検出開始入力を送
信し、前記複数の状態計測装置からの電圧演算信号と温度演算信号を前記出力フォトカプ
ラから受信する監視制御手段とを設けたことを特徴とする直流電源の状態監視装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、リチウムイオン電池や電気二重層コンデンサのような２～５．５ｖ程度の範
囲の電圧を蓄電し放電させる電源素子の出力電圧や温度のような状態量を検出する状態計
測装置と、複数の電源素子を直列接続した電気自動車やハイブリッドカー等の電源として
使用される直流電源の状態を監視する直流電源の状態監視装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、リチウムイオン電池や電気二重層コンデンサのような電源素子を多数直列接続し
た直流電源については、個々の素子電圧にばらつきが生じやすく、そのために電源素子の
寿命が低下するという問題があった。そのため、電源素子の充電時や放電時には、個々の
セル単位で電圧や温度を監視し、セル電圧のばらつきを抑えることが必要となる。しかし
、個々の電源素子の電圧を測定しようとした場合、測定のための配線が非常に複雑になり
、測定が煩雑で測定コストが高価になり、また複数の電源素子を直列接続することにより
取り扱い電圧が非常に高くなるという問題があった。これに対して、例えば特許文献１に
示すように、フライングキャパシタを利用して個々のセル電圧を測定する装置があるが、
この計測装置は切り替え回路が複雑になると共にリレー等多数の高価な部品が必要になる
ため、装置が非常に高価になるという問題があった。
【特許文献１】特開２００２－２８９２６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明は、電源素子の充電時と放電時における出力電圧や温度のような状態量を簡易か
つ安価に計測できる状態計測装置とを提供することを目的とする。また、本発明は、複数
の電源素子を直列接続した直流電源における個々の電源素子の出力電圧や温度状態を簡易
かつ安価に監視できる直流電源の状態監視装置を提供することを他の目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記目的を達成するために請求項１の発明の構成上の特徴は、電源素子から給電されて
電源素子の充電時と放電時の状態を計測する状態計測装置であって、外部からの検出開始
入力を受けて起動信号を出力する起動フォトカプラと、起動信号に応じて基準電圧を発生
する基準電圧発生手段と、起動信号に応じて電源素子の出力電圧を検出し、基準電圧発生
手段から基準電圧を読み込み、基準電圧に基づいて出力電圧の大きさを演算することによ
り電圧演算信号として出力する計測制御手段と、計測制御手段からの電圧演算信号を受け
て、電圧演算信号として出力する出力フォトカプラとを設けたことにある。ここで、電源
素子としては、リチウムイオン電池のような二次電池や、電気二重層コンデンサ等のスー
パーキャパシタである。また、電源素子の状態とは、出力電圧や温度である。
【０００５】
　本発明においては、電源素子の充電時と放電時に外部から検出開始入力が送信されると
、起動フォトカプラがこれを受けて電源素子の状態の検出を開始するための起動信号を出
力する。この起動信号に応じて基準電圧発生手段が基準電圧を発生し、計測制御手段が電
源素子の出力電圧を検出し、さらに、計測制御手段が、基準電圧発生手段から基準電圧を
読み込んでこの基準電圧に基づいて出力電圧の大きさを演算することにより電圧演算信号
として出力する。計測制御手段からの電圧演算信号を受けて、出力フォトカプラが電圧演
算信号として出力する。その結果、本発明においては、高速で電源素子の出力電圧を計測
することができる。また、本発明においては、起動フォトカプラ、出力フォトカプラ、基
準電圧発生装置、計測制御手段等の安価な部品のみで構成されるため、電源素子の状態計
測装置が安価に提供される。
【０００６】
　また、請求項１の発明において、起動信号に応じて電源素子の温度を検出して温度検出
値を出力する温度検出手段を設け、計測制御手段が、温度検出手段からの温度検出値を読
み込み、基準電圧に基づいて温度検出値の大きさを演算することにより温度演算信号とし
て出力し、温度演算信号を受けて、出力フォトカプラが温度演算信号として出力すること
ができる。これにより、状態計測装置による電圧演算信号の演算出力に加えて、起動信号
を受けて温度検出手段によって電源素子の温度が検出され、計測制御手段が温度検出手段
からの温度検出値を読み込み、基準電圧に基づいて温度検出値の大きさを演算することに



(4) JP 2010-156625 A 2010.7.15

10

20

30

40

50

より温度演算信号として出力し、出力フォトカプラから温度演算信号として出力すること
ができる。その結果、本発明によれば、電源素子の状態量として上記出力電圧に加えて温
度を得ることができるので、電源素子の状態をより詳しく得ることができる。
【０００７】
　また、請求項３の発明の構成上の特徴は、直列接続された複数の電源素子からなる直流
電源の状態を監視する状態監視装置であって、複数の電源素子のそれぞれに請求項１に記
載の状態計測装置を接続し、直流電源の充電時あるいは放電時を検知して検知信号を出力
する充放電検知手段と、充放電検知手段からの検知信号を受けて、起動フォトカプラに検
出開始入力を送信し、複数の状態計測装置からの電圧演算信号を出力フォトカプラから受
信する監視制御手段とを設けたことにある。
【０００８】
　上記請求項３の発明においては、直列接続された複数の電源素子のそれぞれに請求項１
に記載の状態計測装置を接続した状態で、直流電源の充電時あるいは放電時に、充放電検
知手段によって検知信号が出力される。充放電検知手段からの検知信号を受けて、監視制
御手段から個々の状態計測装置の起動フォトカプラに検出開始入力が送信され、起動フォ
トカプラがこれを受けて電源素子の状態の検出を開始するための起動信号を出力する。こ
の起動信号を受けて請求項１に記載の各状態計測装置において、検出した電源素子の出力
電圧について基準電圧発生手段からの基準電圧に基づいて出力電圧の大きさを演算するこ
とにより電圧演算信号として出力され、出力フォトカプラが電圧演算信号として送信し、
監視制御手段によって受信される。
【０００９】
　その結果、本発明においては、直流電源の各電源素子は直列接続されており、各電源素
子間が絶縁されているため、状態計測装置による計測時に互いの電源素子が他から影響を
受けることなく直流電源の各電源素子の状態を簡易かつ正確に監視することができる。ま
た、本発明においては、状態監視装置は、状態計測手段、充放電検知手段、監視制御手段
等の安価な部品のみで構成されるため、フライングキャパシタ等を用いた従来の監視装置
に比べて大幅に安価に提供される。
【００１０】
　また、請求項３の発明において、複数の電源素子を複数組に分けて、各組ごとにそれぞ
れ１つの温度検出手段を設け、いずれかの状態計測装置の起動フォトカプラからの起動信
号を受けて温度検出手段が温度検出信号を出力し、温度検出信号を受けた計測制御手段に
より基準電圧に基づいて演算された温度演算信号を、出力フォトカプラを通して監視制御
手段により受信することができる。これにより、複数の電源素子を複数組に分けた各組か
ら、それぞれ１つの温度検出手段に基づいて温度検出値が得られ、温度検出値と基準電圧
に基づいて演算された温度演算信号が出力フォトカプラから送信され、監視制御手段によ
り受信される。その結果、温度検出手段の数を減らしつつ、所定の温度情報が得られる。
【００１１】
　また、請求項５の発明の構成上の特徴は、直列接続された複数の電源素子からなる直流
電源の状態を監視する状態監視装置であって、複数の電源素子のそれぞれに請求項２に記
載の状態計測装置を接続し、直流電源の充電時あるいは放電時を検知して検知信号を出力
する充放電検知手段と、充放電検知手段からの検知信号を受けて、起動フォトカプラに検
出開始入力を送信し、複数の状態計測装置からの電圧演算信号と温度演算信号を出力フォ
トカプラから受信する監視制御手段とを設けたことにある。
【００１２】
　上記請求項５の発明においては、直列接続された複数の電源素子のそれぞれに請求項２
に記載の状態計測装置を接続した状態で、直流電源の充電時あるいは放電時に、充放電検
知手段によって検知信号が出力される。充放電検知手段からの検知信号を受けて、監視制
御手段から個々の状態計測装置の起動フォトカプラに検出開始入力が送信され、起動フォ
トカプラがこれを受けて電源素子の状態の検出を開始するための起動信号を出力する。こ
の起動信号を受けて、請求項２に記載の各状態計測装置において、検出した電源素子の出
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力電圧と温度検出手段からの温度検出値について、基準電圧発生手段からの基準電圧に基
づいて出力電圧と温度の大きさを演算することにより電圧演算信号と温度演算信号して出
力され、出力フォトカプラが電圧演算信号と温度演算信号として送信し、各監視制御手段
によって受信される。
【００１３】
　その結果、本発明においては、直流電源の各電源素子は直列接続されており、各電源素
子間が絶縁されているため、状態計測装置による計測時に互いの電源素子が他から影響を
受けることなく直流電源の各電源素子の状態を簡易かつ正確に監視することができる。ま
た、本発明においては、状態監視装置が、状態計測手段、充放電検知手段、監視制御手段
等の安価な部品のみで構成されるため、フライングキャパシタ等を用いた従来の監視装置
に比べて大幅に安価に提供される。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明においては、状態計測装置により、高速で電源素子の出力電圧を計測することが
できる。また、本発明においては、起動フォトカプラ、出力フォトカプラ、基準電圧発生
装置、計測制御手段等の安価な部品のみで構成されるため、電源素子の状態計測装置が安
価に提供される。
【００１５】
　また、本発明においては、複数の電源素子を直列接続した直流電源の充放電時に、状態
監視装置により直流電源の各電源素子の出力電圧や温度を、充放電時の電圧変動の影響を
受けることなく計測することができ、各電源素子の状態を簡易かつ正確に監視することが
できる。また、状態監視装置は、状態計測装置、充放電検知手段、監視制御手段等の安価
な部品のみで構成されるため、従来の状態監視装置に比べて大幅に安価に提供される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。図１は、実施例１であるリチウムイオン電
池を多数直列接続した直流電源の状態監視装置を回路図により示し、図２は個々の電池に
接続されて電池の出力電圧と温度を計測する状態計測装置であるセル計測回路を回路図に
より示したものである。直流電源の状態監視装置１０は、多数の単一のリチウムイオン電
池Ｂ１～Ｂｎ（以下、電池セルＢと記す。）を直列接続した直流電源１の各電池セルＢ毎
にセル計測回路１１（１）～１１（ｎ）が接続されており、セル計測回路１１（１）～１
１（ｎ）は直流電源１の状態の監視を行う監視用マイクロコンピュータ２１（以下、監視
用コンピュータと記す。）に接続されている。なお、セル計測回路１１（１）～１１（ｎ
）はいずれも同一構成であり、以下、セル計測回路１１として説明する。
【００１７】
　セル計測回路１１は、電池セルＢの両端に接続される図２の矢印Ｘ－Ｘ方向の部分であ
り、電池セルＢの＋端子に接続される（＋）側リード線と－端子に接続される（－）側リ
ード線を有し、両リード線間に計測制御手段である計測制御用マイクロコンピュータ１２
（以下、計測用コンピュータと記す）の給電端子１２ａと、電池セルＢの電圧を計測用コ
ンピュータ１２に給電するためのコンデンサＣ１とが互いに並列に接続されている。（＋
）側ラインには起動フォトカプラ１４の受光トランジスタである出力側１４ｂの一端が接
続されている。起動フォトカプラ１４の発光ダイオードである入力側１４ａは監視用コン
ピュータ２１の出力端子２１ａに接続されている。出力側１４ｂの他方から延びたリード
線は途中で分岐して、一方が抵抗ｒ１を介して－側リード線に接続されると共に抵抗ｒ１
の前で計測用コンピュータ１２の起動入力端子１２ｂに接続されている。
【００１８】
　また、出力端子１４ｂの他方から延びたリード線は途中で分岐し、一方は抵抗ｒ２を介
して基準電圧発生ＩＣ１５の給電端子１５ａに接続され、他方は温度検出手段である温度
センサ１６の給電端子１６ａに接続され、基準電圧発生ＩＣ１５と温度センサ１６から（
－）端子側リード線に接続されている。基準電圧発生ＩＣ１５の出力端子１５ｂは、計測
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用コンピュータ１２の電圧入力端子１２ｃに接続されると共に基準電圧供給用のコンデン
サＣ２を介して－側リード線に接続されている。基準電圧発生ＩＣ１５とコンデンサＣ２
により基礎電圧発生手段が構成される。温度センサ１６の出力端子１６ｂは、計測用コン
ピュータ１２の温度入力端子１２ｄに接続されている。計測用コンピュータ１２の出力端
子１２ｅは、出力フォトカプラ１８の発光ダイオードである入力側１８ａに接続されてい
る。入力側１８ａの他端は、抵抗ｒ３を介して（－）側リード線に接続されている。出力
フォトカプラ１８の受光トランジスタである出力端子１８ｂは、監視用コンピュータ２１
の入力端子２１ｂに接続されている。
【００１９】
　監視用コンピュータ２１は、セル計測回路１１（１）～１１（ｎ）から送信された各電
池セルＢａ～Ｂｎの出力電圧や温度データを管理部門へ送信する送信端子２１ｄと、管理
部門からの指令信号等を受信する受信端子２１ｅを設けている。直流電源１の充放電線に
は、直流電源１の充電時と放電時の電流を検出する充放電検知手段である充放電電流セン
サ２２が接続されており、充放電電流センサ２２の出力は監視用コンピュータ２１の充放
電入力端子２１ｃに接続されている。直流電源１は、充電時には充電電源（図示しない）
から給電され、放電時には負荷であるハイブリッド車等の駆動回路（図示しない）に放電
される。
【００２０】
　上記構成の実施例１においては、監視用コンピュータ２１は管理部門からの指令信号等
を受信する受信端子２１ｅよりの開始信号を受けて、監視用コンピュータ２１から個々の
セル計測回路装置１１（１）～１１（ｎ）の起動フォトカプラ１４に検出開始入力が送信
され、起動フォトカプラ１４がこれを受けて電池セルＢの状態の検出を開始するための起
動信号を出力する。この起動信号を受けて各セル計測回路１１の基準電圧発生ＩＣ１５が
基準電圧を発生して計測用コンピュータ１２に入力する。計測用コンピュータ１２は、各
電池セルＢｎの出力電圧を検出し、基準電圧発生ＩＣから読み込んだ基準電圧に基づいて
出力電圧の大きさの演算を行う。計測用コンピュータ１２は、基準電圧を読み込んでＡＤ
変換してデジタル信号とし、コンピュータの分解能に沿って処理を行い、電池セルＢの出
力電圧と比較演算することにより１０ｍｓｅｃ程度の短時間で電圧演算信号を求めて出力
フォトカプラ１８に出力する。詳しくは、電池セルＢの電圧は、ＡＤ変換の最大値を基準
電圧をＡＤ変換した読み取り値で割った値に基準電圧を掛けることにより求められる。電
圧演算信号を受けて、出力フォトカプラ１８が電圧演算信号として送信し、監視用コンピ
ュータ２１が受信する。
【００２１】
　また、起動信号を受けて温度センサ１６が電池セルＢの温度を検出して検出信号を計測
用コンピュータ１２に出力する。計測用コンピュータ１２は、温度センサ１６からの温度
検出値を読み込み、基準電圧発生ＩＣから読み込んだ基準電圧に基づいて電池温度の大き
さの演算を行う。計測用コンピュータ１２は、読み込んだ温度検出値とコンピュータの分
解能に沿って処理された基準電圧と比較演算することにより１０ｍｓｅｃ程度の短時間で
温度検出値の大きさを表す温度演算信号を求めて出力フォトカプラ１８に出力する。詳し
くは、電池セルＢの温度は、温度センサ１６の電圧値をＡＤ変換した読み取り値を基準電
圧をＡＤ変換した読み取り値で割った値に基準電圧を掛けることにより電圧値を求め、さ
らにこの電圧値に基づいて記憶装置に記憶された電圧と温度との関係から温度を求めるこ
とができる。出力フォトカプラ１８から温度演算信号として監視用コンピュータ２１に送
信される。
【００２２】
　その結果、実施例１においては、計測用コンピュータ１２の計測処理により、直列接続
された各電池セルＢの出力電圧と温度を高速で得ることができ、充放電時の電圧変動の影
響を受けることはない。また、本実施例１においては、セル計測回路１１は、計測用コン
ピュータ１２、起動フォトカプラ１４、出力フォトカプラ１８、基準電圧発生ＩＣ１５、
温度センサ１６、コンデンサ、抵抗のような安価な部品で構成されているので、非常に安
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価に提供される。そのため、この安価なセル計測回路１１と、充放電電流センサ２２と、
監視用コンピュータ２１を組み合わせた直流電源の状態監視装置１０も、フライングキャ
パシタ等を用いた従来の電池監視装置に比べて大幅に安価に提供される。また、実施例１
においては、各電池セルＢは直列接続されており、各電池セルＢ間が絶縁されているため
、セル計測回路１１による計測制御時に、互いの電池セルＢが他から影響を受けることが
なく、直流電源１の各電池セルＢの状態を簡易かつ正確に監視することができる。さらに
、実施例１においては、計測用コンピュータ１２、基準電圧発生ＩＣ１５、温度センサ１
６を電池セルＢの電圧で駆動できるため、電源を別途用意する必要がないので、セル計測
回路１１の価格がさらに低く抑えられる。
【００２３】
　次に、実施例１の変形例１であるセル計測回路１１Ａについて説明する。変形例１は、
図３に示すように、実施例１のセル計測回路１１において、温度センサ１６を省いたもの
であり、他の構成は変わりない。これにより、変形例１においては、セル計測回路１１Ａ
により電池セルＢの出力電圧のみを計測するもので、温度は検知しないことになるが、出
力電圧のみでも電池セルＢの状態を把握することが可能なため、電池セルＢの状態管理の
用途に応じて採用することも可能である。変形例１においては、温度センサと温度処理に
要するコストを削減できる。
【００２４】
　次に、実施例１の変形例２である直流電源の状態監視装置について説明する。変形例２
は、図４に示すように、直列接続された電池セルを複数個ずつ（変形例２では３個ずつ）
に分けて複数の組Ｇ１～Ｇｘとし、各組に１個ずつの温度センサ１６（１）～１６（ｘ）
を配置し、状態監視装置３０のセル計測回路３１を変形例１に示したものとし、各組のう
ちの１つのセル計測回路３１（変形例２では各組の２番目の回路とする）の計測用コンピ
ュータ１２に１個の温度センサ１６を接続したものである。
【００２５】
　変形例２においては、個々の電池セルＢについて出力電圧の計測は行われ、電池セルＢ
の温度については、複数個の電池セルをまとめた組Ｇ１～Ｇｘ毎に計測されるようになっ
ている。その結果、変形例２においては、全ての電池セルＢについて温度の計測は行われ
ないが、電池セルの組Ｇ１～Ｇｘ毎に温度計測が行われるため、温度センサのコストと計
測の手間を減らしつつ、実施例１に比べて大まかではあるが電池セルＢの温度情報も得ら
れるので、直流電源の監視の用途に応じて使用することができ、変形例１より多くの情報
が得られる。
【００２６】
　次に、実施例２の直流電源の状態監視装置について説明する。実施例２は、実施例１の
直流電源の状態監視装置１０において、セル計測回路を図５の回路図に示す構成にしたも
のである。実施例２の状態監視装置３０の構成について、その他に変更はない。セル計測
回路３１は、（＋）側リード線と（－）側リード線間に計測用コンピュータ３２が給電端
子３２ａにて接続されており、コンデンサＣ１、起動フォトカプラ１４と抵抗ｒ１、出力
フォトカプラ１８と抵抗ｒ３の接続については実施例１と同様である。起動フォトカプラ
１４の出力端子１４ｂの他方から延びたリード線は途中で分岐することなく抵抗ｒ１を介
して－側リード線に接続されると共に抵抗ｒ１の前で計測用コンピュータ３２の入力端子
３２ｂに接続されているのみである。
【００２７】
　さらに、計測用コンピュータ３２の電圧供給端子３２ｃから延びたリード線は途中で分
岐し、一方は抵抗ｒ２を介して基準電圧発生ＩＣ１５の給電端子１５ａに他方は温度セン
サ１６の給電端子１６ａにそれぞれ並列に接続され、基準電圧発生ＩＣ１５と温度センサ
１６から－端子側リード線に接続されている。基準電圧発生ＩＣ１５の出力端子１５ｂは
、計測用コンピュータ３２の電圧入力端子３２ｄに接続されると共に基準電圧供給用のコ
ンデンサＣ２を介して－側リード線に接続されている。温度センサ１６の出力端子１６ｂ
は、計測用コンピュータ３２の温度入力端子３２ｅに接続されている。計測用コンピュー
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タ３２の出力端子３２ｆは、出力フォトカプラ１８の発光ダイオードである入力側１８ａ
に接続されている。実施例２では、計測用コンピュータ３２は給電開始スイッチ機能を有
しており、起動信号の入力を受けて、給電開始スイッチ機能により、未給電状態の基準電
圧発生ＩＣ１５と温度センサ１６を電池セルＢに接続させてセル電圧を給電させ、起動信
号の入力停止により、基準電圧発生ＩＣ１５と温度センサ１６への電池セルＢの接続を停
止させるようになっている。そのため、基準電圧発生手段としては、基準電圧発生ＩＣ１
５とコンデンサＣ２に加えて計測用コンピュータ３２の給電開始スイッチ機能を有する給
電開始スイッチ部が含まれる。また、温度検出手段についても、温度センサ１６に加えて
計測用コンピュータ３２の給電開始スイッチ部が含まれる。
【００２８】
　上記構成の実施例２においては、監視用コンピュータ２１は管理部門からの指令信号等
を受信する受信端子２１ｅよりの開始信号を受けて、監視用コンピュータ２１から個々の
セル計測回路３１（１）～３１（ｎ）の起動フォトカプラ１４に検出開始入力が送信され
、起動フォトカプラ１４がこれを受けて電池セルＢの状態の検出を開始するための起動信
号を出力する。この起動信号を受けて計測用コンピュータ３２は、給電開始スイッチ機能
により、未給電状態の基準電圧発生ＩＣ１５と温度センサ１６を電池セルＢに接続させて
セル電圧を給電させる。これにより、基準電圧発生ＩＣ１５が基準電圧を発生して計測用
コンピュータ３２に入力し、温度センサ１６が電池セルＢの温度を検出して計測用コンピ
ュータ３２に入力する。
【００２９】
　計測用コンピュータ３２は、実施例１と同様、基準電圧を読み込んでＡＤ変換してデジ
タル信号とし、コンピュータの分解能に沿って処理を行い、検出した電池セルＢの出力電
圧と比較演算することにより１０ｍｓｅｃ程度の短時間で電圧演算信号を求めて出力フォ
トカプラ１８に出力する。電圧演算信号を受けて、出力フォトカプラ１８が電圧演算信号
として送信し、監視用コンピュータ２１に受信される。また、計測用コンピュータ３２は
、温度センサ１６からの温度検出値を読み込み、基準電圧発生ＩＣから読み込んだ基準電
圧に基づいて電池温度の大きさの演算を行う。計測用コンピュータ３２は、実施例１と同
様、読み込んだ温度検出値とコンピュータのＡＤ変換の分解能に沿って処理された基準電
圧と比較演算することにより１０ｍｓｅｃ程度の短時間で温度検出値の大きさを表す温度
演算信号を求めて出力フォトカプラ１８に出力する。温度演算信号を受けて、出力フォト
カプラ１８が温度演算信号として送信し、監視用コンピュータ２１に受信される。
【００３０】
　その結果、実施例２においても、実施例１と同様、状態監視装置３０にセル計測回路３
１を採用したことにより、電池セルＢの充電時と放電時における各電池セルＢの出力電圧
と温度を簡易かつ正確に計測し監視することができる。また、実施例２においては、計測
用コンピュータ３２の給電開始スイッチ機能により、電池セルＢの基準電圧発生ＩＣ１５
と温度センサ１６へ接続を制御しているので、計測制御時間が実施例１に比べて長くなる
が、充電時と放電時以外は基準電圧発生ＩＣ１５、温度センサ１６が電池セルＢから切り
離された非通電の待機状態となるため、消費電流がμＡオーダーの低い値に抑えられ、状
態監視装置３０の省エネルギー効果が高められる。
【００３１】
　さらに、実施例２においては、計測用コンピュータ３２、起動フォトカプラ１４、出力
フォトカプラ１８、基準電圧発生装置１５、温度センサ１６等の安価な部品のみで構成さ
れるため、電池セルＢのセル計測回路３１が安価に提供される。そのため、安価なセル計
測回路３１と、充放電電流センサ２２と、監視用コンピュータ２１を組み合わせた直流電
源の状態監視装置３０も、フライングキャパシタとを用いた従来の電池監視装置に比べて
非常に安価に提供される。また、実施例２においては、各電池セルＢは直列接続されてお
り、各電池セルＢ間が絶縁されているため、セル計測回路１１による計測制御時に、互い
の電池セルＢが他から影響を受けることがなく、直流電源１の各電池セルＢの状態を簡易
かつ正確に監視することができる。さらに、実施例２においては、計測用コンピュータ３
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を別途用意する必要がないので、セル計測回路３１の価格がさらに低く抑えられる。
【００３２】
　次に、実施例２の変形例であるセル計測回路３１Ａについて説明する。変形例は、図６
に示すように、実施例２のセル計測回路３１において、温度センサ１６を省いたものであ
り、他の構成は変わりない。これにより、変形例においては、セル計測回路３１Ａにより
電池セルＢの出力電圧のみを計測し温度は検知しないことになるが、出力電圧のみでも電
池セルＢの状態を把握することが可能なため、電池セルＢの状態管理の用途に応じて採用
することも可能である。また、変形例においては、温度センサと温度処理に要するコスト
を削減できる。
【００３３】
　なお、変形例のように各セル計測回路３１から温度センサ１６を省いた場合に、上記実
施例１の変形例２のように、多数の電池セルＢを複数の組に分けて、組毎に温度センサを
設けて温度管理することも可能である。また、各実施例においては、電源素子としてリチ
ウムイオン電池を用いているが、これに代えて他の二次電池、あるいは電気二重層コンデ
ンサ等を用いることができる。その他、上記各実施例に示したものは一例であり、本発明
の趣旨を逸脱しない範囲で種々変更して実施することも可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３４】
　本発明の電源素子の状態計測装置は、高速で電源素子の出力電圧や温度を計測すること
ができ、起動フォトカプラ、出力フォトカプラ、基準電圧発生装置、計測制御手段等の安
価な部品のみで構成されるため、安価に提供される。また、本発明の直流電源の状態監視
装置は、複数の電源素子を直列接続した直流電源の各電源素子の出力電圧や温度を得るこ
とができ、充放電時の電圧変動の影響を受けることなく各電源素子の状態を簡易かつ正確
に監視することができ、安価な状態計測装置と、充放電検知手段と、監視制御手段等の安
価な部品のみで構成されるため、従来の電池電圧等の監視装置に比べて安価に提供される
。従って、本発明は有用である。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施例１である直流電源の状態監視装置の概略構成を示す回路図である
。
【図２】状態監視装置を構成するセル計測回路を示す回路図である。
【図３】変形例１であるセル計測回路を示す回路図である。
【図４】変形例２である直流電源の状態監視装置の概略構成を示す回路図である。
【図５】実施例２である直流電源の状態監視装置の概略構成を示す回路図である。
【図６】実施例２の変形例であるセル計測回路を示す回路図である。
【符号の説明】
【００３６】
１０，３０…直流電源の状態監視装置、１１，１１Ａ，３１…セル計測回路、１２，３２
…計測制御用マイクロコンピュータ、１４…起動フォトカプラ、１５…基準電圧発生ＩＣ
、１６…温度センサ、１８…出力フォトカプラ、２１…監視用マイクロコンピュータ、２
２…充放電電流センサ。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】
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